
【解　答】

肝細胞腺腫

解説：
　本症例は，肝左葉に突出する 6cm 大の境界明瞭
な腫瘤である．腹部超音波検査で内部均一な等エ
コー像を示した．造影 CT 検査では，造影早期に
濃染し，平衡相で肝実質と比較し低吸収を呈する
被膜様構造を有する腫瘤であった．EOB造影MRI
では早期濃染し，肝細胞相で EOB の取り込みを
認めなかった．また，T1 強調像 opposed phase で
腫瘤内部の信号低下を認めたことから，脂肪成分
を有していると考えられた．救急受診時には，腹
腔内，腫瘍内に出血を疑う高濃度の液体貯留が認
められた．造影 CT，EOB 造影 MRI 所見からは，
肝細胞腺腫と肝細胞癌が挙げられる．本症例では
境界明瞭な腫瘤で，背景肝は正常であったことか
ら，肝細胞腺腫が最も疑われた．腫瘍破裂に対し
て緊急動脈塞栓術，待機的に肝亜区域切除術が施
行された．腫瘍組織は，肝細胞癌を疑う所見はな
く，異型の乏しい肝細胞が索状に増生しており

（Figure 4），肝細胞腺腫と診断した．
　肝細胞腺腫は正常肝に生じる，まれな肝細胞由
来の良性腫瘍である．欧米からの報告では経口避
妊薬を服用している若年女性，ステロイド服用者，
メタボリックシンドロームとの関連性が指摘され

ているが，本邦の報告では男性の症例が半数を占
め，高齢での発症も多く，経口避妊薬の服用率も
低いなど背景は欧米と異なり1），本症例のように明
らかな誘因がない症例も多く報告されている2）～7）．
　肝細胞腺腫は無症状で偶然発見されることが多
いが，腫瘍内出血や壊死をきたした場合は，腹痛
や急性腹症の症状を呈することがある．臨床上の
問題点は癌化と出血である．癌化に関しては，画
像検査で癌との鑑別が困難な場合が多いが，肝細
胞腺腫自体の癌化に関しての報告は非常にまれで
ある．一方，出血に関する症例報告は散見され，
本症例のように出血をきたすと緊急的な処置を要
する．肝細胞腺腫の腫瘍出血および腫瘍破裂は，
欧米の報告では 20～25% の症例で認めるとされ，
これらのリスクとして腫瘍径 35mm 以上，画像上
確認できる周囲血管，左葉内，突出性などが挙げ
られており8），本症例はこれらのリスクのうち 3 つ
を認めた．WHO 分類（第 5 版）では異なる遺伝
子表現型により 4 つの亜型（HNF1α 不活性化型，
β-catenin 活性化型，炎症型，分類不能型）に分類
され，それぞれに背景因子，出血，悪性化のリス
クが異なっている9）．HNF1α 不活性化型や炎症型
は破裂リスクがあり，β-catenin 活性化型では癌化
リスクがあるとされているが，本邦では出血と亜
型の関連についての報告は少ない．欧米の報告と
比較して亜型の割合や背景が異なることから，本
邦での症例の蓄積と詳細な検討が行われることが
望まれる．
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